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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Rho GTPaseを介したシグナル伝達の制御において重要な役割を果たすタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、RhoファミリーメンバーとGDP（グアニン二リン酸）の解離を阻害し、これらの因子を不活性状態に維持します。このタンパク質の活性は様々な細胞プロセスにおいて重要であり、腫瘍においてはこの遺伝子の発現が変化する可能性があります。この遺伝子の変異は、ネフローゼ症候群8型患者において発見されています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年7月],機能：Rhoタンパク質からのGDPの解離とそれに続くGTPの結合を阻害することにより、Rhoタンパク質のGDP/GTP交換反応を制御します。,類似性：Rho GDIファミリーに属します。,サブユニット：モノマー。,
	研究分野
	神経栄養因子;
	画像データ
	

	ARHGDIA（リン酸化Ser174）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ARHGDIA（リン酸化Ser174）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト子宮頸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EGF 200 ng/ml 30μLで処理したHUVEC細胞ライセートのARHGDIA（リン酸化Ser174）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

